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徳島県 /日和佐川
ひわさがわ

Pro�le

　
経
緯
・
目
的

活
動
の
背
景
と
目
的

　
回
遊
性
水
生
動
物
に
と
っ
て
、
川
や
水
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
移
動
で
き
る
こ
と
は
重
要
で

す
。
堰
な
ど
の
構
造
物
で
は
、
魚
道
を
建
造
す

る
こ
と
で
、
生
き
物
を
移
動
可
能
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
重
機
を
用

い
る
魚
道
整
備
に
は
、
費
用
と
時
間
が
必
要
な

た
め
、
魚
道
の
整
備
が
望
ま
れ
る
場
所
の
全
て

に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
魚
道
開
発
（
香
川
高
専　

高
橋
）、

生
態
調
査
（
山
口
大
学 

齋
藤
）、
地
域
で
の
環

境
保
全
活
動
（
N
P
O 

日
和
佐
ま
ち
お
こ
し

隊
）
の
連
携
に
よ
り
、
専
門
知
識
を
持
た
な
い

市
民
に
よ
る
水
辺
の
連
続
性
回
復
を
目
指
し

て
、
安
価
か
つ
高
性
能
な
可
搬
魚
道
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

提
案
可
搬
魚
道
に
よ
り
、
回
遊
性
水
生
動
物
の

移
動
経
路
を
簡
単
に
創
出

■
ア
ユ
の
遡
上
が
活
発
な
時
期
に
提
案
魚
道
を

設
置
し
、
短
時
間
の
内
に
魚
道
上
流
端
ま
で
遡

上
す
る
様
子
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
2
基
の
V
形
断
面
可
搬
魚
道
を
断
続
的
に
使

用
し
、
遡
上
状
況
を
観
察
し
た
結
果
、
2
ヶ
月

間
（
2
0
1
8
年
5
月
〜
6
月
）
の
ア
ユ
の
推

定
遡
上
数
は
約
6
万
匹
と
な
り
ま
し
た
。

■
使
用
し
た
魚
道
の
内
1
基
は
、
提
案
魚
道
を

参
考
に
、
日
和
佐
ま
ち
お
こ
し
隊
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
作
製
・
運
用
さ
れ
ま
し
た
。
実
験
の
結

果
、
堰
堤
下
流
側
で
み
ら
れ
た
通
し
回
遊
性
水

生
動
物
の
内
、
大
部
分
の
種
が
こ
の
魚
道
を
利

用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

結
果
か
ら
、
当
該
魚
道
技
術
が
、「
専
門
知
識

を
持
た
な
い
市
民
に
よ
っ
て
容
易
に
作
製
・
設

置
で
き
、
か
つ
多
様
な
種
の
遡
上
に
対
応
で
き

る
」
と
い
う
開
発
目
標
の
達
成
に
近
づ
い
て
い

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
の
な
が
れ

市
民
に
よ
る
水
辺
の
連
続
性
回
復
を

目
指
す
可
搬
魚
道
の
開
発

【河川名】
日和佐川水系日和佐川
【執筆者】
高橋直己（国立高専機構香川高等専
門学校建設環境工学科）

2012-14

可
搬
（
ポ
ー
タ
ブ
ル
）
魚
道
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
検
討
。
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
製
作
。

2018.3

日
和
佐
川
（
徳
島
）
に
お
け
る
実
験
対

象
地
の
選
定
。
関
係
者
の
打
合
せ
。

徳島県海部郡美波町

市民による水辺の連続性回復を目指して、「作製や設置に
専門知識を必要としない」、「人力で容易に運搬・設置できる」、
「遊泳力の小さな水生動物の遡上に対応できる」という
特徴を合わせ持つ、安価かつ高性能な可搬（ポータブル）魚道の
開発に取り組んでいます。

2012-17

可
搬
魚
道
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
）
を
用
い

た
現
地
実
験
。
実
験
結
果
に
も
と
づ
く

改
良
。
実
験
対
象
地：八
東
川
（
鳥
取
）

の
取
水
堰
。
静
間
川
（
島
根
）
の
取
水

堰
。
西
谷
川
（
高
知
）
の
落
差
工
。

2018.3-6

現
地
実
験
（
実
験
対
象
地
で
の
魚
道
設

置
。
魚
道
内
の
水
深
・
流
速
測
定
。
水

生
動
物
の
魚
道
利
用
状
況
調
査
）。

2018.6-

関
係
者
の
連
携
に
よ
り
、
日
和
佐
川
で

の
現
地
実
験
（
魚
道
設
置
）
を
、
ア
ユ

の
遡
上
期
（
4
月
〜
6
月
）
な
ど
に

合
わ
せ
て
断
続
的
に
実
施
。

　実施体制・スキーム

■今回の活動では、対象河川（日
和佐川，徳島県）の環境保全に取
り組んでいる地域住民の NPO（日
和佐まちおこし隊）、および対象
河川における水生動物の研究に取
り組んでいる研究者（齋藤稔博士，
四国の右下生き物研究会会長，山
口大学）と連携することで、約 2ヶ
月（2018年 5月～ 6月）の長期
間に渡って断続的に魚道設置実験
を実施した。

■この体制により、アユなどの遡
上行動が活発になる時期に合わせ
て水生動物の魚道利用状況を確認
することができた。

設置された魚道 実験対象地 プロトタイプの製作・実験

技術改良

フィード
バック

高橋（国立高専機構　香川高専）

斎藤（山口大学、
四国の右下生き物研究会） NPO法人　

日和佐まちおこし隊

魚道開発

現地実験
（環境保全活動）

生態調査
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効
果
（
一
次
効
果
・
二
次
効
果
）

■
一
次
効
果
：
手
作
り
で
製
作
で
き
、
人
力
で

現
場
に
着
脱
可
能
な
提
案
魚
道
の
運
用
に
よ

り
、
万
単
位
の
ア
ユ
を
遡
上
さ
せ
た
こ
と
に
加

え
、
複
数
種
の
水
生
動
物
（
ボ
ウ
ズ
ハ
ゼ
，
シ

マ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
，
ス
ミ
ウ
キ
ゴ
リ
，
ヌ
マ
チ
チ

ブ
，
ス
ジ
エ
ビ
（
通
し
回
遊
型
），
ヌ
マ
エ
ビ
，

ヤ
マ
ト
ヌ
マ
エ
ビ
な
ど
）
が
遡
上
可
能
な
環
境

を
創
出
で
き
ま
し
た
。

■
二
次
効
果：地
域
や
行
政（
河
川
管
理
者
）に
、

水
工
学
的
な
検
討
に
よ
り
開
発
し
た
可
搬
魚
道

を
、
河
川
管
理
者
と
地
元
住
民
の
連
携
に
よ
り

適
切
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
よ
る
効
果

的
な
環
境
保
全
活
動
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
紹

介
で
き
ま
し
た
。

工
法
の
説
明
・
工
夫
し
た
点

土
木
と
生
態
学
を
考
慮
し
た

可
搬
式
魚
道
の
提
案

提
案
魚
道
（
V
形
断
面
可
搬
魚
道
）
の
構
造

的
特
徴
は
、
V
形
の
横
断
面
構
造
に
よ
り
傾
斜

し
た
側
壁
を
有
す
る
点
と
、
堰
堤
の
壁
面
に

沿
っ
た
形
で
横
断
的
に
設
置
さ
れ
る
点
で
す
。

大
規
模
な
魚
道
の
設
置
が
難
し
い
箇
所
に
遡
上

環
境
を
速
や
か
に
構
築
す
る
技
術
を
開
発
す
る

た
め
、
傾
斜
側
壁
に
よ
っ
て
魚
道
側
壁
端
に
浅

く
緩
や
か
な
流
れ
を
創
出
し
、
加
え
て
水
生
動

物
が
集
ま
り
や
す
い
堰
堤
直
下
に
遡
上
入
口
を

配
置
で
き
る
、
人
力
で
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
可
能

な
規
模
の
魚
道
に
つ
い
て
検
討
し
、
本
魚
道
を

提
案
し
ま
し
た
。

施
工
後
の
維
持
管
理
や

　
利
活
用
の
工
夫

構
造
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
で
取
り
換
え
も
容
易

実
験
期
間
中
、
提
案
魚
道
は
日
和
佐
ま
ち
お

こ
し
隊
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
運
用
さ
れ
ま
し

た
。
提
案
魚
道
は
、
持
ち
運
び
が
可
能
で
、
簡

単
に
着
脱
で
き
、
現
場
に
置
く
だ
け
で
（
専
門

知
識
が
必
要
な
作
業
を
必
要
と
せ
ず
に
）
魚
道

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
河
川
の
流

況
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
運
用
が
可
能
で
す
。
ま

た
仮
に
増
水
で
破
損
し
た
と
し
て
も
、
構
造
が

ユ
ニ
ッ
ト
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
破
損
し
た
ユ

ニ
ッ
ト
の
み
取
り
替
え
れ
ば
、
速
や
か
に
魚
道

と
し
て
の
機
能
が
回
復
し
ま
す
（
1
ユ
ニ
ッ
ト

の
材
料
費
は
、
数
百
円
程
度
）。
よ
っ
て
提
案

魚
道
は
、
身
近
な
材
料
を
用
い
て
手
作
り
で
製

作
で
き
る
上
に
、
環
境
配
慮
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
は
非
常
に
強
固
で
あ
る
と
い
う
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。

魚道の内部構造
（隔壁を魚道床に対して 35°傾斜させたモデル）

魚道内を遡上するアユ

魚道上流端で採捕した水生動物

現場の河川流況に合わせた運用により
機能し続ける提案魚道（システム）

横断面図

提案可搬魚道の構成

使用材料・工具・造り方

■提案魚道は、魚道本体、魚道上流端、および魚道スタンドにより構成され、
　スタンド上に本体と上流端を載せるだけで設置が完了します。
■魚道本体と上流端は合板などの木材で、スタンドは単管パイプとクランプで構成されており、高価もしくは
　特殊な材料・工法が用いられていないため、本魚道は低コストかつ容易に作製することができます。

小部さんは香川高専開発の魚道をベースに
自ら魚道を製作し、河川の流況に合わせて
適切に可搬魚道を運用し、多くの水生動物
を遡上させました。
齋藤さんは潜水目視調査や採捕調査、およ
び撮影データを用いた統計解析により、提
案魚道における水生動物の利用状況を明ら
かにしました。

小部博正さん　NPO法人日和佐まちおこし隊

齋藤　稔さん　山口大学大学院学術研究員

移動経路の流れを金尺で計測

魚道ユニットの連結

魚道の運搬

現場のキーパーソン


